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例 会発表要 旨 第165回1999.9.16

『オ ク トーバ ー』 誌 を読 む

太 田喬夫/京 都工芸繊維大学

雑 誌 「オ ク トーバ ー』Octoberは,1976年

に季 刊 誌 と してMIT出 版 部 か ら創 刊 され,

現 在 ま で,現 代 芸 術 論,芸 術 批 評,美 術 史,

芸 術 実 践,そ して視 覚 文 化 の各 分 野 に お け る

オ ピニ オ ン ・ リー ダー と して多 方 面 に影 響 を

与 え て い る。創刊 当初 の編 集者 は,ア ネ ッ ト ・

マ イ ケ ル ソ ンAnnetteMichelson,ロ ザ リ ン

ド ・ク ラ ウ スRosalindKrauss,ダ グ ラス ・

ク リンプDouglasCrimp(1990年 に辞 任),

そ して ジ ョ ン ・コ プ ジ ェ ッ クJoanCopjec

で あ っ だ。 のち に,ベ ンジ ャ ミン ・ブー ク ロー

BenjaminH.D.Buchloh,イ ヴ ー ア ラ ン ・

ボ ワYve-AlainBois,ハ ル ・ フ ォ ス タ ー

HalFoster,ド ニ ・オ リエDenisHollier,

コ ル ボ ウ ス キ ‐Kolbowskiな どが加 わ っ た。

こ の 雑 誌 の編 集 者 お よ び彼 らに 近 い 人 々 は

「オ ク トー バ ー」派 と もい わ れ て い る。 ま た,

「オ ク トー バ ー』誌 に掲 載 され た 諸 論 考 の な

か で 注 目 さ れ た もの は 「オ ク トーバ ー ・ブ ッ

ク ス」OctoberBooksと して,の ち に 単 行

本 と して も出版 され る よ うに な っ た。 最 近,

日本 に お い て も 『オ ク トー バ ー』 誌 お よ び

「オ ク トー バ ー」派 へ の 関心 は 強 ま って い る。

ク ラ ウ ス,ボ ア,フ ォ ス ター の書 物 も少 しず

つ 翻 訳 さ れ,ま た紹 介 的 な研 究 論 文 も生 まれ

っ っ あ る。 しか しま だ 「オ ク トーバ ー」 の 全

体 像 は明 らか で は な い し,そ の代 表 者 で あ る

ク ラウ ス,ボ ア,フ ォス ター らの芸 術 論 の 特

色 や 意 義 も十 分 に は検 討 され て い な い よ う に

思 う。 『オ ク トー バ ー』 誌 は,現 在 も刊 行 中

で,そ の姿 を客 観 的 に見 据 え て 評 価 す るの は

ま だむ ず か しい。 しか し,そ のお お まか な 特

色 や 問 題 点 は次 第 に明 らか に な りつ つ あ る よ
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うに思 われ る。 現代 芸術 と現 代 思 想 との 関 係

につ いて,ま た モ ダ ニ ズ ムの作 品 や視 覚 の 概

念 の見 直 しにつ いて,納 得 の い くよ うに話 す

の はむ ず か しい。 そ れ を 『オ ク トー バ ー』 誌

は あえ て や ろ う と して い る。 した が って 『オ

ク トーバ ー』 誌 の プ ロ ジ ェ ク トは,今 日閉 塞

状 況 に あ る と思 わ れ る現 代 芸 術 と芸 術 論 の 状

況 に,少 な くと もひ とつ の方 向性 あ るい は課

題 と い った もの を わ れ わ れ に教 え て くれ る よ

う に思 わ れ る。

以下,ま ず 『オ ク トー バ ー』 誌 とは な に か。

そ の創 刊 時 の課 題 に っ い て述 べ て み る。 次 に,

エ イゼ ンシ ュテ イ ンの映 画 の受 容 史 に つ い て

述 べ,こ れ に よ って,「 オ ク トー バ ー 」 派 が

もっ特 色 の ひ とっ を 明 らか に した い。 次 に ロ

ザ リ ン ド ・ク ラ ウス の芸 術 論 の特 色 と意 義 に

っ いて 述 べ た い。 以 上 の考 察 か ら 『オ ク トー

バ ー』 誌 の 全体 像 と ロザ リン ド ・ク ラ ウス の

芸 術論 の特 色 の一 端 が あ き らか に な るだ ろ う。

1,『 オ ク トー バ ー』 誌 の創 刊 とそ の課 題

『オ ク トーバ ー』誌 はどの よ うな目標 を もっ

て 創刊 され た の か。 『オ ク トー バ ー 』 誌 は,

創 刊 か ら今 日 ま で 約25年 の 歴 史 を 持 っ が,

1986年 に出 版 され た書 物 『オ ク トー バ ー最 初

の10年 間,1976-1986』 の序 に お い て次 の よ

う に述 べ られ て い る。

「オ ク トーバ ー」 とい う名 称 は,革 命10周

年 を祝 うエイ ゼ ンシュテ イ ンの映 画 《オ ク トー

バ ー》 は,芸 術 的実 践 と批 判 理 論 とが社 会 建

設 の プ ロ ジ ェ ク トに お い て うま く結 び っ い た

特 別 な 歴 史 的 瞬 間 と して,わ れ わ れ に と って

象 徴 的 で あ る。 この 雑 誌 の表 紙 に 記 され た



「ア ー ト,理 論 批 評,政 治 」Art/Theory

/Criticism/Politicsと い う言 葉 は,こ れ

らの有 機 的 連 関 を重 ん じ る基 本 姿 勢 を 示 して

い る。 雑 誌 を 「オ ク トー バ ー」 と命 名 す る の

は決 して ノ ス タル ジ ーか らで は な い。 わ れ わ

れ は,革 命 の神 話 を永 遠 化 す る願 望 は も って

い な い。 む しろ構 成 主 義 の未 完 で,分 析 的 な

プpジ ェ ク トが,わ 鞄 わ れ の時 代 の美 的 な 実

践 につ い て の理 論 化 を試 み る ひ とっ の ヒン ト

と して求 め られ るの で あ る。 構 成 主 義 は,ス

ター リンの官 僚 主 義 の強 化 に よ り流 産 し,ま

た,西 側 の観 念 論 的 美 学 の主 な潮 流 の ま き こ

ま れ,ゆ が め られ て しま った。

以 上 か ら 『オ ク ト7バ ー』 誌 が,1910年 代

後 半 か ら20年 代 にか けて ロ シア ・アヴ ァ ンギ ャ

ル ドを芸 術 の ひ とっ の理 想 モ デ ル とみ な し,

そ の未 完 の プ ロ ジ ェ ク トの継 続 を 『オ ク トー

バ ー』 誌 を創 刊 す る こ とに よ って 行 お う と し

た こ とが あ き らか とな る。 上 に述 べ た書 物 の

「序 」 に お いて さ らに次 の よ うな こ とが 指 摘

され て い る。

す な わ ち1960年 代 に は,ヨ ー ロ ッパ と ア メ

リカの双方 にお いて,絵 画 彫 刻 舞踊パ フォー

マ ンス,映 画,さ らに批 評 理 論 に お いて め ざ

ま しい発 展 が み られ た こ と,し か しこ の新 し

い 芸術 とそ の理 論 化 と は,い わ ゆ る 「フ ォ ー

マ リス ト」 によ って は十 分 な成 果 を あ げ る こ

とが で きな か った こ と,こ の 時期 以 降 モ ダ ニ

ズ ムの規 範,フ ォル ム,カ テ ゴ リー は,ど こ

で も問題 とな った こ と,ポ ス トモ ダ ンと呼 ば

れ る状 況 は 「ア ヴ ァ ンギ ャル ドの死 」 とか 新

しい 「プ ル ラ リズ ム」pluralismの 状 況 と は

み な され るべ きで はな く,後 期 資 本 主 義 の状

況 と して,60年 代 の 文化 的実 践 を ラデ ィカ ル

に遂行 す る時 代 とみ な す べ き こ と,な どが 指

摘 され た。 以 上 か ら 『オク トー バ ー』 誌 は,

1960年 代 の や は り未 完 の プ ロ ジ ェ ク トを継 続

す る文 化 的 な仕 事 を 呈 示 と理 論 の仕 上 げ の た

め ひ とっ の フ ォー ラム と して創 設 され た こと

が 明 らか とな る。

『オ ク トー バ ー』 誌 に掲 載 され た論 考 は,

編 集 者 を は じめ,内 外 の美 術 批 評 家,美 術 史

家,ア ー チ ス ト,学 者 な ど,さ ま ざ ま な領 域

の専 門 家 に よ る アー トと文 化 に 関 す る,き わ

めて 多 様 な もの で あ る。 論 考 の 内容 は,初 期

の モ ダ ニズ ムの ドキ ュメ シ ト,ロ シア ・ア ヴ ァ

ンギ ャル ドに関 す る もの,フ ラ ンス の ポ ス ト

構 成 主 義 に関 す る もの,そ れ に70年 代 以 降 の

美 術 批 評,展 覧会 批 評 な どで あ る。 ま た,美

術 批 評 や美 術史研 究 に関 す る もの は,ポ ス ト ・

モ ダ ンの問 題 意識 か らの もの が 多 い。 具 体 的

に言 え ば,ジ ェ ン ダー お よ び フ ェ ミニ ズ ム,

あ る い は精 神 分析 や身 体 とい った 問題 意 識,

それ に近 代 芸 術 の制 度 批 判 が しば しば見 いだ

され る。 しか しどの よ うな 問題 意 識 か らの考

察 で あれ,具 体 的 な作 品 の フ ォル ム に関 して

記 述 ・解 釈 が な され て い る点 に,ひ とっ の重

要 な共 通 の特 色 を見 い だ す こ とが 出来 る と思

わ れ る。

なお,1996年 に出版 さ れ た書 物 『オ ク トー

バ ー 第 二 の10年,1986-1996』 の 「序 」 か

ら第 二 の10年 間 の 『オ ク トー バ ー』 誌 の新 た

な動 向 の特 色 を 次 の よ うに 要約 す る ことが で

き よ う。

す な わ ち最 初 に確 認 され た 「オ ク トーバ ー」

の プ ロ ジェ ク トは,一 層 緊 急性 を増 し,そ の

拡 大 と強 化 が 必 要 とな って い る。 な ぜ な ら,

第 二 の10年 間 は,文 化 お よび政 治 の矛 盾 の一

層 の拡 大 と先 鋭 化 とを 生 み 出 した か らで あ る。
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